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一　

世
界
に
受
容
さ
れ
る
日
本
の
大
衆
文
化

　

二
〇
〇
八
年
九
月
の
日
本
国
内
で
の
劇
場
公
開
前
に
、
す
で
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
『
お

く
り
び
と
』
は
、
瞬
く
間
に
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞
を
は
じ
め
、
中

国
や
ハ
ワ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
多
様
な
文
化
圏
で
賞
を
獲
得
し
、
世
界
六
〇
ヶ
国
以
上
で
上
映
さ
れ
て
い
る  

（
1
）。

本
作
品
の

監
督
で
あ
る
森
田
洋
二
郎
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
に
際
し
、「
極
め
て
日
本
的
な
映
画
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
死
生
観
の
違
う
海
外
の
方
た
ち
に
認
め
て
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
心
か
ら
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す  

（
2
）」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

本
作
品
は
納
棺
師
の
映
画
で
あ
る
。
納
棺
師
と
は
、
湯
棺
か
ら
納
棺
ま
で
を
行
う
仕
事
を
言
う
。
そ
の
仕
事
と
は
、
こ
の
映
画
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が
、
企
画
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
『
納
棺
夫
日
記
』
に
は
、「
死
体
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
拭
き
、
仏
衣
と
称
す
る
白
衣
を
着
せ
、

髪
や
顔
を
整
え
、
手
を
組
ん
で
数
珠
を
持
た
せ
、
納
棺
す
る
ま
で
の
一
連
の
作
業  

（
3
）」

と
あ
る
。
か
つ
て
は
こ
の
作
業
を
、
ど
の
社

会
で
も
死
者
の
近
親
者
が
行
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
病
院
や
葬
儀
屋
が
行
う
こ
と
が
多
い
。『
お
く
り
び
と
』
と
い
う
、
こ
の
映

画
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
は
死
者
を
、
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
へ
と
「
送
り
出
す
」、
そ
の
手
伝
い
を
す
る
仕
事
が
、

こ
の
映
画
の
中
心
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
映
画
が
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
死
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
確
か

に
監
督
自
身
が
言
う
よ
う
に
、「
海
外
の
方
に
も
相
通
じ
る
普
遍
的
な
テ
ー
マ  

（
4
）」

で
あ
る
。
し
か
し
、
生
や
死
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

あ
ま
り
に
も
普
遍
的
で
、
そ
れ
を
描
く
映
画
は
数
多
い
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
世
界
の
映
画
賞
は
取
れ
ま
い
。

そ
れ
で
は
、
普
遍
性
と
は
逆
に
、
監
督
が
「
極
め
て
日
本
的
な
映
画
」
と
評
し
た
部
分
が
、
世
界
に
広
く
受
容
さ
れ
た
要
因
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
体
、
ど
の
部
分
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
言
う
納
棺
師
、
と
い
う
近
親
者
の
代
行
を
勤
め
る
仕
事
自
体

は
、
近
代
産
業
化
し
た
ど
の
先
進
諸
国
に
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
日
本
に
お
い
て
も
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
比
較
的
新
し
い
仕
事
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
仕
事
は
、
日
本
古
来
の
独
特
の
職
業
で
は
な
い
。
で
あ
る
な
ら
、「
死
生
観
の
違
い
」、
つ
ま
り
日
本
的
な
死

生
観
が
、
世
界
の
脚
光
を
浴
び
た
の
だ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
、
そ
の
日
本
的
な
死
生
観
が
、
現
代
、
つ
ま
り
広
く
近
代
西
洋
的
世

界
観
が
浸
透
し
て
い
る
、
現
代
の
日
本
社
会
を
描
く
、
こ
の
映
画
に
写
し
出
さ
れ
て
い
た
、
と
言
え
る
の
か
。

　

実
は
近
年
、
日
本
の
大
衆
文
化
が
、
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
、
Ｊ
ホ
ラ
ー
、
ゲ
ー

ム
や
コ
ス
プ
レ
な
ど
、
オ
タ
ク
文
化
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
な
、
日
本
の
大
衆
文
化
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
大
衆
文
化
に
対
す
る
、

海
外
の
人
気
が
あ
ま
り
に
も
多
大
で
あ
る
た
め
、
と
も
す
れ
ば
、
少
し
前
ま
で
は
、
こ
れ
ら
文
化
に
批
判
的
で
あ
っ
た
日
本
人
で
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さ
え
、
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
認
め
つ
つ
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
ら
大
衆
文
化
は
、
今
や
私
た
ち
の
誇
る
べ
き
日
本
文
化
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
よ
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
こ
れ
ら
日
本
の
大
衆
文
化
が
、
世
界
の
人

た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

私
は
、『
お
く
り
び
と
』
の
、
世
界
で
の
受
容
が
、
先
に
あ
げ
た
、
近
年
世
界
で
生
じ
て
い
る
一
連
の
日
本
文
化
の
受
容
と
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
お
く
り
び
と
』
が
世
界
で
受
容
さ
れ
た
要
因
は
、
納
棺

師
と
い
う
仕
事
に
あ
る
の
で
も
な
く
、
現
代
日
本
人
の
死
生
観
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
現
代
の
私
た
ち
日
本
人
す
ら
気

づ
い
て
い
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
オ
タ
ク
文
化
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
現
代
日
本
の
様
々
な
文
化
様
態
の
、
あ
る
時
は
表
層
に
現

れ
、
多
く
は
も
っ
と
奥
底
に
あ
っ
て
支
え
て
い
る
何
か
、
に
あ
る
。
む
し
ろ
単
独
の
映
画
の
表
層
の
テ
ー
マ
や
内
容
に
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
一
連
の
動
向
に
通
底
す
る
日
本
文
化
の
深
層
に
こ
そ
、
世
界
に
あ
っ
て
、
日
本
の
大
衆
文
化
を
求
め
る
受
容
者
た
ち
の
共

感
や
関
心
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

二　

日
本
の
大
衆
文
化
に
潜
む
神
道
的
思
想

　

そ
の
世
界
の
受
容
者
た
ち
は
、
日
本
の
大
衆
文
化
に
何
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
米
国
の
文
化
地
理
学
者
が
、
日

本
の
マ
ン
ガ
『
攻
殻
機
動
隊
』（
一
九
九
一
年
）と
、
同
名
の
ア
ニ
メ
映
画
『
攻
殻
機
動
隊
』（
一
九
九
五
年
）、『
イ
ノ
セ
ン
ス
』（
二

〇
〇
四
年
）に
関
す
る
興
味
深
い
論
文
を
、
二
〇
〇
八
年
に
英
国
の
地
理
学
雑
誌
に
発
表
し
て
い
る  

（
5
）。
そ
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
、

T
he ghost in the city and a landscape of life

は
『
攻
殻
機
動
隊
』（T

he G
host in the Shell

）を
も
じ
っ
て
い
る
。
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マ
ン
ガ
の
『
攻
殻
機
動
隊
』
は
、
士
郎
正
宗
に
よ
っ
て
『
ヤ
ン
グ
マ
ガ
ジ
ン
海
賊
版
』
一
九
八
九
年
五
月
号
に
発
表
さ
れ
、
一

九
九
一
年
に
文
庫
化
さ
れ
る
。
劇
場
版
ア
ニ
メ
は
一
九
九
五
年
に
押
井
守
監
督
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
公
開
。
日
本
に
お
い
て
の

興
行
成
績
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
に
は
ア
メ
リ
カ
、
ビ
ル
ボ
ー
ド
誌
の
ビ
デ
オ
売
り
上
げ
一
位
と
な
り
、
海

外
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
、
そ
の
後
も
『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』（
一
九
九
九
年
）『
ダ
ー
ク
シ
テ
ィ
』（
一
九
九
八
年
）等
様
々
な
作

品
に
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
海
外
で
の
人
気
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
で
も
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
が
二
〇
〇
二
、
二
〇
〇
四
、
二
〇

〇
六
年
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　

物
語
の
舞
台
は
近
未
来
の
日
本
で
、
幾
つ
か
の
世
界
大
戦
を
経
て
、
世
界
秩
序
は
大
き
く
変
化
し
、
核
攻
撃
を
受
け
た
関
東
に

代
わ
っ
て
、
日
本
の
中
心
も
関
西
、
九
州
に
移
動
。
科
学
技
術
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
そ
の
社
会
で
は
、
人
々
は
自
身
の
脳
を
電

脳
化
し
、
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。
こ
の
社
会
で
は
、
人
間
の
他
に
、
電
脳
化
し
た
人
間
、
サ
イ
ボ
ー
グ
、
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
が
混
在
し
、
犯
罪
も
新
た
な
形
で
生
じ
る
。
例
え
ば
ゴ
ー
ス
ト
・
ハ
ッ
キ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
犯
罪
は
、
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
、
こ
の
社
会
を
構
成
す
る
人
た
ち
の
、
心
と
身
体
を
支
配
す
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
で
、
通
称
「
人
形
使
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

主
人
公
は
、
こ
れ
ら
新
し
い
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
作
ら
れ
た
、
政
府
の
秘
密
組
織
、
公
安
九
課
に
所
属
す
る
少
佐
、
草
薙

素
子
で
、
彼
女
は
脳
と
脊
髄
の
一
部
を
除
い
て
、
全
て
が
人
工
物
か
ら
な
る
サ
イ
ボ
ー
グ
で
あ
る
。
物
語
は
一
見
、
近
未
来
の
平

凡
な
刑
事
物
語
だ
が
、
そ
の
底
流
に
潜
む
テ
ー
マ
は
、
生
命
哲
学
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
のT

he G
host in the 

Shell

は
、
ア
ー
サ
ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
のT

he G
host in the M

achine   
（
6
） 

を
も
じ
っ
て
い
る
が
、
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
な
く
そ
の
内

容
に
も
、
ケ
ス
ト
ラ
ー
の
生
命
哲
学
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
一
連
の
作
品
を
分
析
し
た
、
先
の
文
化
地
理
学
の
論
文
は
、
こ
の
サ
イ
ボ
ー
グ
で
あ
る
女
性
の
主
人
公
の
実
存
的
恐
怖
を
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取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
有
機
体
と
し
て
の
人
間
よ
り
も
、
よ
り
無
機
的
な
機
械
に
近
い
サ
イ
ボ
ー
グ
が
抱
く
、
彼
女
自
身
の
生
命

と
は
、
生
命
の
進
化
と
は
、
あ
る
い
は
、
彼
女
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
身
体
、
記
憶
は
い
っ
た
い
誰
の
も
の
な
の
か
、
に
関
す

る
疑
問
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
さ
ら
に
犯
罪
者
側
の
「
人
形
使
い
」
に
も
注
目
す
る
。
こ
の
「
人
形
使
い
」
と
呼
ば
れ
る
犯
罪
者

は
、
実
は
公
安
自
身
が
生
み
出
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
中
で
、
い
つ
の
間
に
か
魂（
ゴ
ー
ス
ト
）を
持
ち
、
生

命
体
と
し
て
振
る
舞
い
始
め
る
。「
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）で
は
な
い
…
…
私
は
情
報
の
海
の
な
か
で
生
ま
れ
た
生
命
体
だ  

（
7
）」、「

私
は
あ

ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
を
巡
り
「
自
分
の
存
在
」
を
知
っ
た  

（
8
）」

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
言
わ
せ
し
め
た
、
士
郎
正
宗
は
、「
…
…
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
総
体
が
人
形
使
い
な
の
だ
。
一
般
に
個
人
と
い
う
概
念
は
そ
の
人
の
脳
で
は
な
く
体
全
体
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ス
ト

と
は
こ
こ
で
は
総
体
的
肉
体
シ
ス
テ
ム
の
状
態（
相
と
言
え
る
か
も
）で
あ
っ
て
脳
と
い
う
容
器
に
入
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
塊

で
は
な
い
。（
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
で
き
た
場
か
も
し
れ
な
い
が
）人
形
使
い
の
言
う
「
自
分
」
と
は
一
定
の
複
雑
さ
に
達
し
た
情
報
集
積
体

が
シ
フ
ト
し
て
生
命
と
呼
ば
れ
る
相
を
な
し
た
と
設
定
し
て
い
る  

（
9
）」

と
解
説
す
る
。

　

本
論
文
の
著
者
で
あ
るCurti

は
、
こ
れ
ら
の
点
に
注
目
し
、
デ
カ
ル
ト
的
な
二
元
論
、
慣
習
的
な
二
元
論
的
対
立
、
一
般
的

で
限
定
的
な
、
世
界
を
二
つ
の
極
に
分
離
し
て
考
え
る
、
西
洋
的
な
思
考
法（
心
と
身
体
、
理
性
と
感
情
、
人
間
と
自
然
、
有
機
体
と
無

機
物
…
…
な
ど
）を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
ス
ピ
ノ
ザ
的
な
拡
張
さ
れ
た
生
命
の
テ
ー
マ
が
あ
る
と
見
る
。
つ
ま
り
、
有
機
物

に
は
生
命
が
あ
る
が
、
無
機
物
に
は
無
い
、
と
い
っ
た
限
定
的
な
二
分
法
を
超
え
た
生
命
観
を
、『
攻
殻
機
動
隊
』
に
見
い
だ
そ

う
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
、
生
命
観
の
根
底
に
あ
る
思
想
の
原
点
を
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
、
神
道
の
教
え
に
あ
る
と
す
る
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
魂
が
宿
る
、
と
考
え
た
神
道
の
教
え
こ
そ
が
、
こ
の
『
攻
殻
機
動
隊
』
の
生
命
観
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
。

　

実
は
、
近
年
海
外
で
の
日
本
文
化
の
分
析
に
、
こ
の
手
の
解
釈
が
数
多
く
見
い
だ
せ
る
。
例
え
ば
、
宮
崎
駿
の
『
千
と
千
尋
の
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神
隠
し
』
の
分
析  

（
10
）や

、
Ｊ
ホ
ラ
ー
の
分
析  

（
11
）に

お
い
て
も
。
私
は
、
こ
の
手
の
欧
米
の
研
究
者
の
、
日
本
文
化
へ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
的
な
眼
差
し
に
、
あ
る
種
の
抵
抗
感
を
感
じ
る
が
、
こ
のCurti

の
論
旨
は
無
視
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
種
の
二
元
論

に
対
抗
す
る
一
元
論
を
、
神
道
だ
け
で
な
く
、
あ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
特
殊
な
発
展
を
遂
げ
た
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
、
ユ
ダ

ヤ
系
哲
学
者
ス
ピ
ノ
ザ  

（
12
）に

見
い
だ
し
、
さ
ら
に
ス
ピ
ノ
ザ
を
再
評
価
し
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ  

（
13
）を

経
て
、
映
画
分
析
の
議
論  

（
14
）へ

と
導
こ
う

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
地
理
学
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
と
か
ね
て
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
き
た
点
を
、
例
え
ば
、
デ

ィ
ー
プ
・
エ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
の
観
点  

（
15
）か

ら
も
述
べ
、
現
在
私
た
ち
が
抱
え
る
最
も
憂
慮
す
べ
き
課
題
で
あ
る
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ

め
と
す
る
、
環
境
問
題
に
も
か
ら
め
て
議
論
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
てCurti

の
論
文
は
、
最
終
的
に
、
私
た
ち
が
限
定

的
に
、
有
機
体
で
は
な
い
と
見
な
す
景
観
そ
の
も
の
に
も
、
生
命
・
魂
・
ゴ
ー
ス
ト
・
神
、
を
見
い
だ
そ
う
と
企
て
る
。

三　

『
納
棺
夫
日
記
』『
お
く
り
び
と
』
の
世
界
観

　

思
考
す
る
脳
、
精
神
、
魂
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
つ
ら
な
る
躍
動
す
る
身
体
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
生
命
が
旅
立
ち
、
抜
け
殻
と
な

っ
て
、
人
々
が
別
物
と
考
え
る
べ
き
静
止
し
た
死
体
と
し
て
の
身
体
。
前
者
が
清
浄
で
、
後
者
が
穢
れ
、
換
言
す
れ
ば
、
生
が
善

で
、
死
が
悪
、
と
す
る
考
え
が
、
私
た
ち
現
代
日
本
人
の
死
生
観
の
大
勢
を
占
有
し
て
い
る
。
こ
の
慣
習
化
し
た
生
と
死
の
境
界

線
上
に
、
一
人
の
納
棺
師（
小
説
で
は
納
棺
夫
）が
、
偶
然
に
も
自
己
の
身
体
と
精
神
を
晒
し
、
苦
悩
し
つ
つ
獲
得
し
た
世
界
観
ら

し
き
も
の
が
、
小
説  

（
16
）『
納
棺
夫
日
記
』、
映
画
『
お
く
り
び
と
』
の
両
者
を
支
え
て
い
る
。

　

主
人
公
は
職
探
し
の
過
程
で
、
は
か
ら
ず
も
偶
然
、
納
棺
の
仕
事
に
就
く
こ
と
に
な
る
が
、
家
族
や
親
族
、
友
人
た
ち
は
、
そ
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の
仕
事
に
眉
を
ひ
そ
め
る
。
小
説
で
は
叔
父
に
「
一
族
の
恥
」
と
言
わ
れ
絶
交
さ
れ
、
小
説
、
映
画
と
も
妻
に
は
「
穢
ら
わ
し
い
」

と
拒
絶
さ
れ
、
友
人
た
ち
も
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
そ
れ
で
も
主
人
公
は
死
体
に
接
す
る
仕
事
を
続
け
る
な
か
で
、
現
代
日
本
人
の

死
生
観
に
つ
い
て
自
問
自
答
す
る
。
そ
し
て
死
者
に
接
す
る
う
ち
に
、
む
し
ろ
死
の
側
に
美
を
、
そ
し
て
死
を
恐
れ
る
生
者
の
側

に
醜
悪
さ
を
見
い
だ
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
生
と
死
の
価
値
の
逆
転
を
経
て
、
主
人
公
は
つ
い
に
、
生
と
死
の
融
合
を
、

自
身
、
他
者
、
あ
る
い
は
昆
虫
や
動
物
、
自
然
現
象
に
さ
え
も
発
見
す
る
。
こ
の
よ
う
な
両
極
の
間
と
い
う
立
場
が
、
二
元
論
的

世
界
観
を
一
元
論
に
転
換
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、『
攻
殻
機
動
隊
』
の
有
機
体
と
無
機
体
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
サ
イ
ボ
ー

グ
の
主
人
公
が
自
問
自
答
す
る
生
命
観
に
も
、
通
じ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

『
納
棺
夫
日
記
』
で
は
、
一
見
、
仏
教
的
世
界
観
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
動
物
や
植
物
、
石
や
岩
の
よ
う
な
自

然
物
に
も
人
間
と
共
通
の
生
命
が
あ
る  
（
17
）と

考
え
る
、
素
朴
な
神
道
的
世
界
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
納

棺
夫
で
あ
る
著
者
が
、
幼
子
が
亡
く
な
っ
た
母
を
前
に
、「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
、
ま
だ
ね
む
っ
て
い
る
の
？
」
と
の
一
言
に
、
遺
族

た
ち
が
泣
き
崩
れ
、
中
断
を
や
む
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、
よ
う
や
く
納
棺
の
作
業
を
終
え
て
外
へ
出
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

 　

…
…
何
か
光
る
も
の
が
目
の
前
を
通
っ
た
。
見
る
と
、
竹
と
竹
の
間
を
、
か
細
い
糸
ト
ン
ボ
が
一
匹
、
弱
々
し
く
飛
ん
で

い
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
一
際
濃
い
緑
色
の
今
年
の
竹
に
止
ま
っ
た
。
近
づ
い
て
み
る
と
、
青
白
く
透
き
通
っ
た
ト
ン
ボ

の
体
内
い
っ
ぱ
い
に
卵
が
び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。
さ
っ
き
納
棺
し
て
い
た
時
、
周
り
が
泣
い
て
い
る
の
に
涙
が
出
な
か

っ
た
の
に
、
卵
が
光
る
ト
ン
ボ
を
見
て
い
る
う
ち
に
涙
が
出
て
き
た
。
数
週
間
で
死
ん
で
し
ま
う
小
さ
な
ト
ン
ボ
が
、
何
億

年
も
前
か
ら
一
列
に
卵
を
連
ね
て
、
い
の
ち
を
続
け
て
い
る
。
そ
う
思
う
と
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
涙
が
出
て
止
ま
ら
な
か
っ
た  

（
18
）。
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ま
た
あ
る
腐
乱
し
た
孤
独
死
の
老
人
に
群
が
る
蛆
を
掃
除
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
蛆
が
必
至
に
逃
げ
る
様
を
見
て
「
蛆
も
生
命

な
の
だ
。
そ
う
思
う
と
蛆
た
ち
が
光
っ
て
見
え
た  

（
19
）」

と
。
あ
る
い
は
小
説
の
舞
台
で
あ
る
北
陸
に
冬
を
告
げ
る
「
み
ぞ
れ
」
と
い

う
言
葉
が
、
英
語
に
無
い
こ
と
か
ら
、「
要
す
る
に
英
語
圏
で
は
、
み
ぞ
れ
の
よ
う
な
雨
で
も
な
け
れ
ば
雪
で
も
な
い
と
い
っ
た

あ
い
ま
い
な
事
象
は
用
語
と
し
て
定
着
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
刻
々
と
変
化
し
て
ゆ
く
現
象
を
言
葉
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

は
、
英
語
圏
の
人
の
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
生
死
を
と
ら
え
る
と
き
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
西
洋
の
思

想
で
は
、
生
か
死
で
あ
っ
て
〈
生
死
〉
と
い
う
と
ら
え
方
は
な
い  

（
20
）」

と
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
観
は
、
映
画
『
お
く
り
び
と
』
に
も
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
小
説
の
舞
台
と
違
っ
て
、
映
画
の
舞
台
は

東
北
で
あ
る
が
、
そ
の
「
み
ぞ
れ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
受
け
て
か
、
映
画
の
冒
頭
の
シ
ー
ン
は
、
雪
の
舞
い
散
る
道
を
主
人

公
が
運
転
す
る
車
が
走
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
主
人
公
の
回
想
へ
と
移
り
、
交
響
楽
団
で
チ
ェ
ロ
を
演
奏
し

て
い
る
主
人
公
。
楽
団
が
解
散
し
て
失
業
し
、
田
舎
に
戻
り
、
納
棺
師
の
仕
事
に
就
く
経
緯
。
そ
し
て
最
初
の
死
体
と
の
対
面
が
、

死
後
一
週
間
は
経
つ
孤
独
死
し
た
老
人
で
、
そ
れ
に
む
ら
が
る
無
数
の
蛆
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

映
画
で
は
、
こ
の
よ
う
な
主
人
公
の
、
自
身
の
境
遇
に
対
し
て
、「
い
っ
た
い
、
自
分
は
何
を
試
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と

自
ら
に
問
い
か
け
、「
母
の
死
を
看
取
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
…
…
」
と
自
答
し
つ
つ
、
さ
ら
に
古
い
幼
少
の
頃
の
記
憶
を

辿
り
は
じ
め
る
。
母
と
小
さ
い
頃
の
主
人
公
を
す
て
た
、
父
と
の
思
い
出
。
父
に
勧
め
ら
れ
て
、
チ
ェ
ロ
を
練
習
し
は
じ
め
た
頃

の
事
。
そ
し
て
そ
の
チ
ェ
ロ
の
演
奏
シ
ー
ン
は
、
東
北
の
大
自
然
を
背
景
に
、
白
鳥
が
舞
う
風
景
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
川
を
遡
上
す
る
鮭
と
、
産
卵
後
に
役
目
を
終
え
た
鮭
の
死
骸
が
同
居
す
る
風
景
も
、
生
と
死
、
人
間
と
自
然
と
の
融
合

と
い
う
、
ま
さ
に
こ
の
映
画
の
原
案
と
な
っ
た
、『
納
棺
夫
日
記
』
の
世
界
観
を
忠
実
に
受
け
継
い
で
い
る
。
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あ
る
仕
事
で
た
っ
た
五
分
遅
れ
た
だ
け
で
、「
死
ん
だ
人
間
で
喰
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
」
と
叱
ら
れ
つ
つ
も
、
死
ん
だ
人
間
を
生

き
た
人
間
の
よ
う
に
作
り
か
え
て
い
く
作
業
を
通
し
て
、
遺
族
に
最
後
に
は
感
謝
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
じ
て
、
徐
々

に
納
棺
師
の
仕
事
に
、
主
人
公
は
誇
り
さ
え
も
感
じ
て
い
く
。
ま
た
こ
の
映
画
に
は
、
食
事
の
場
面
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
私

た
ち
が
食
す
る
魚
や
肉
も
「
ご
遺
体
」
と
表
現
し
つ
つ
、「
死
ぬ
気
に
な
ら
な
き
ゃ
、
喰
う
し
か
な
い
」
と
。
こ
こ
に
も
生
と
死

の
密
接
な
連
関
性
が
、
巧
妙
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
経
つ
つ
、
主
人
公
は
逡
巡
も
し
な
が
ら
、
雪
の
舞
い
散
る

道
を
運
転
す
る
、
冒
頭
の
シ
ー
ン
に
映
画
は
戻
る
。
こ
の
間
、
お
お
よ
そ
一
時
間
二
〇
分
。
つ
ま
り
、
こ
の
映
画
の
大
半
が
、
主

人
公
の
過
去
の
記
憶
の
回
想
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

記
憶
と
身
体
、
そ
し
て
風
景

　

『
攻
殻
機
動
隊
』
で
描
か
れ
た
、「
情
報
の
海
で
発
生
し
た
生
命
体
」
と
主
張
し
た
「
人
形
使
い
」
と
呼
ば
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

「
生
命
体
で
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
反
論
す
る
私
た
ち
人
間
に
、
次
の
よ
う
な
辛
辣
な
生
命
観
を
投
げ
か
け
る
。

　
　

 　

そ
れ
を
言
う
な
ら
、
あ
な
た
た
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
ま
た
自
己
保
存
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
過
ぎ
な
い
。
生
命
と
は
情
報
の

流
れ
の
な
か
に
生
ま
れ
た
結
節
点
の
よ
う
な
も
の
だ
。
種
と
し
て
生
命
は
遺
伝
子
と
い
う
記
憶
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
人
は
た

だ
記
憶
に
よ
っ
て
個
人
た
り
う
る
。
た
と
え
記
憶
が
幻
の
同
義
語
で
あ
っ
た
と
し
て
も
人
は
記
憶
に
よ
っ
て
生
き
る
も
の
だ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
が
記
憶
の
外
部
化
を
可
能
に
し
た
と
き
、
あ
な
た
た
ち
は
そ
の
意
味
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
べ
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き
だ
っ
た  

（
21
）。

　

つ
ま
り
私
た
ち
人
間
も
長
い
間
か
か
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
伝
達
す
る
た
め
に
、
人
類
史
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
な
か
の
、
そ
の
時
そ

の
時
に
出
現
し
て
は
消
え
、
出
現
し
て
は
消
え
す
る
、
あ
る
結
節
点
に
し
か
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、「
私
」
と
い
う
も
の
は
、

こ
の
顔
で
も
な
く
、
性
格
で
も
な
く
、
身
体
で
も
な
く
、
結
局
は
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
経
験
し
て
き
た
記
憶
で
は
な
い
の
か
。
で
、

そ
の
記
憶
が
私
た
ち
の
身
体
を
離
れ
て
、
外
部
化
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
外
部
化
さ
れ
た
記
憶
自
体
が
、
生
命
体
と
言
っ
て
も
よ

い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
『
攻
殻
機
動
隊
』
を
取
り
上
げ
た
文
化
地
理
学
の
論
文
は
、
さ
ら
に
同
シ
リ
ー
ズ
の
映
画
『
イ
ノ
セ
ン
ス
』（
二
〇
〇
四
年
）

の
「
生
命
の
本
質
が
遺
伝
子
を
介
し
て
伝
播
す
る
情
報
だ
と
す
る
な
ら
、
社
会
も
文
化
も
ま
た
、
膨
大
な
記
憶
シ
ス
テ
ム
に
他
な

ら
な
い
し
、
都
市
が
巨
大
な
外
部
記
憶
装
置
」
だ
と
す
る
サ
イ
ボ
ー
グ
の
言
説
を
取
り
上
げ
、
都
市
や
建
築
物
、
あ
る
い
は
文
化

景
観
を
も
生
命
体
だ
と
見
な
す
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

映
画
『
攻
殻
機
動
隊
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
主
人
公
の
サ
イ
ボ
ー
グ
、
草
薙
素
子
の
実
存
的
恐
怖
に
関
わ
る
言
説
を
提
示
す
る
。

　
　

 　

人
間
が
人
間
で
あ
る
た
め
の
部
品
が
決
し
て
少
な
く
な
い
よ
う
に
、
自
分
が
自
分
で
あ
る
た
め
に
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
も

の
が
必
要
な
の
。
他
人
を
隔
て
る
た
め
の
顔
、
そ
れ
と
意
識
し
な
い
声
、
目
覚
め
の
時
に
見
つ
め
る
手
、
幼
か
っ
た
頃
の
記

憶
、
未
来
の
予
感
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
私
の
電
脳
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
膨
大
な
情
報
や
ネ
ッ
ト
の
広
が
り
。
そ
れ
ら

は
す
べ
て
私
の
一
部
で
あ
り
、私
と
い
う
意
識
そ
の
も
の
を
生
み
だ
し
、そ
し
て
同
時
に
私
を
あ
る
限
界
に
制
約
し
つ
づ
け
る
。
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そ
し
て
そ
の
直
後
に
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
首
に
あ
る
ネ
ッ
ト
と
の
接
続
端
子
の
ア
ッ
プ
が
写
し
出
さ
れ
、
そ
し
て
次
に
巨
大
な
都

市
風
景
、
そ
の
都
市
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
交
通
網
、
そ
こ
を
行
き
来
す
る
人
、
車
、
バ
ス
、
路
面
電
車
、
ビ
ル
に
張
り
出
さ
れ

た
数
々
の
広
告
や
ポ
ス
タ
ー
、
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
水
路
、
そ
こ
に
捨
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
が
次
々
と
描
写
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

連
続
す
る
シ
ー
ン
か
ら
、
こ
の
文
化
地
理
学
の
論
文
は
、
記
憶
、
身
体
そ
し
て
風
景
へ
と
、
拡
張
し
て
い
く
生
命
を
、
そ
こ
に
看

取
る
。

　

で
あ
る
な
ら
、『
お
く
り
び
と
』
で
も
描
か
れ
た
、
似
た
よ
う
な
映
像
の
連
続
か
ら
、
同
様
の
拡
張
す
る
生
命
観
を
捉
え
る
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
主
人
公
が
チ
ェ
ロ
を
演
奏
す
る
シ
ー
ン
か
ら
、
東
北
の
大
自
然
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
、
納
棺
の
場
面
に

移
る
。
あ
る
老
女
の
納
棺
で
は
、
孫
た
ち
が
祖
母
の
記
憶
を
、
小
学
生
の
納
棺
で
は
、
野
球
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
か
ら
、
元
気
だ
っ

た
頃
の
想
い
出
が
。
そ
し
て
東
北
の
水
田
に
降
り
立
ち
餌
を
つ
い
ば
む
白
鳥
の
生
を
眺
め
る
主
人
公
。
さ
ら
に
納
棺
と
遺
族
の
死

者
へ
の
想
い
出
が
…
…
。
こ
の
よ
う
に
『
お
く
り
び
と
』
で
も
、
主
人
公
の
記
憶
、
死
者
の
身
体
、
遺
族
の
記
憶
、
そ
し
て
白
鳥

の
生
命
、
そ
れ
ら
が
東
北
の
雪
を
冠
し
た
山
々
の
風
景
と
統
合
し
て
い
く
映
像
が
、
連
続
し
な
が
ら
繰
り
返
さ
れ
る
。

　

先
の
『
攻
殻
機
動
隊
』
を
扱
っ
た
、
文
化
地
理
学
の
論
文
の
指
摘
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
主
人
公
の
記
憶（
＝
自
己
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
・
生
命
）が
納
棺
す
る
他
者
の
身
体
と
重
な
り
、
さ
ら
に
死
者
の
遺
族
の
記
憶
へ
と
つ
な
が
り
、
動
物
や
自
然
の
生
命
へ

と
拡
張
し
、
主
人
公
が
チ
ェ
ロ
を
大
自
然
を
背
景
に
演
奏
す
る
シ
ー
ン
を
描
く
こ
と
で
、
西
洋
の
慣
習
的
二
元
論
を
超
越
し
た
映

像
と
な
る
。
こ
の
日
本
的
、
神
道
的
世
界
観
が
『
攻
殻
機
動
隊
』
に
も
『
お
く
り
び
と
』
に
も
通
底
し
て
い
る
こ
と
が
、
世
界
で

の
受
容
を
促
し
た
の
で
は
な
い
か
。
東
北
の
雪
を
冠
し
た
山
を
背
景
に
、
主
人
公
が
チ
ェ
ロ
を
演
奏
し
て
い
る
シ
ー
ン
は
、
米
国

で
の
こ
の
映
画
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
映
画
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
海
外
に
お
い
て
的
確
に
受
容
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さ
れ
て
い
た
、
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
映
画
は
、
主
人
公
が
幼
い
頃
に
生
き
別
れ
し
た
父
の
死
の
知
ら
せ
を
受
け
、
一
度
は
拒
絶
し
た
も
の
の
、
父
の
死
体
を

引
き
取
り
に
行
く
、
最
後
の
シ
ー
ン
へ
と
続
く
。
主
人
公
は
父
の
顔
を
記
憶
し
て
い
な
い
が
、
納
棺
の
作
業
で
父
の
顔
を
整
え
て

い
く
う
ち
に
、
記
憶
が
あ
り
あ
り
と
蘇
っ
て
く
る
。
あ
、「
お
や
じ
だ
…
…
」
と
。
あ
れ
だ
け
拒
絶
し
た
「
死
者
の
身
体
」
も
、「
記

憶
の
再
生
」
を
通
じ
て
、
主
人
公
の
「
生
命
の
一
部
」
と
な
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

五　

世
界
が
求
め
る
日
本
文
化

　

『
お
く
り
び
と
』
と
同
時
に
、
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
日
本
の
作
品
が
あ
っ
た
。
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
、

賞
を
獲
得
し
た
『
つ
み
き
の
い
え
』（
二
〇
〇
八
年
）で
あ
る
。
こ
の
作
品
も
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ヌ
シ
ー
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る
な
ど
、
海
外
で
の
評
価
が
高
か
っ
た
、
日
本
の
大
衆
文
化
の
一
表
象
、
と
言
っ
て

い
い
。
こ
の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
描
い
た
世
界
は
、
水
没
す
る
私
た
ち
の
世
界
で
あ
る
。
温
暖
化
の
果
て
な
の
か
、
あ
る
街

が
水
没
す
る
。
そ
の
街
の
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
は
、
街
を
出
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
が
、
一
人
の
老
人
が
、
街
を
捨
て
ず
に
い
る
。

彼
は
、
水
面
の
上
昇
に
合
わ
せ
て
、
あ
た
か
も
積
み
木
の
よ
う
に
、
部
屋
を
ど
ん
ど
ん
上
へ
上
へ
と
積
み
上
げ
、
浸
水
を
防
ぐ
。

そ
の
結
果
、
家
は
塔
の
よ
う
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。

　

あ
る
日
、
そ
の
老
人
が
パ
イ
プ
を
取
り
落
と
し
て
し
ま
う
。
パ
イ
プ
は
塔
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
部
屋
か
ら
、
今
ま
で
積
み
上
げ

て
き
た
水
面
下
の
部
屋
を
、
次
々
と
降
下
し
て
ゆ
き
、
最
下
層
ま
で
到
達
す
る
。
お
気
に
入
り
の
パ
イ
プ
を
落
と
し
た
そ
の
老
人
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は
、
潜
水
具
を
装
着
し
、
降
下
す
る
。
一
つ
下
の
部
屋
に
到
達
し
た
と
き
、
妻
の
想
い
出
が
、
も
う
一
つ
下
の
部
屋
へ
降
下
し
た

と
き
、
息
子
や
娘
の
想
い
出
が
、
最
下
層
に
降
り
立
っ
た
と
き
に
は
、
結
婚
し
た
頃
の
想
い
出
が
、
あ
り
あ
り
と
蘇
っ
て
く
る
。

建
築
空
間
が
、
彼
の
過
去
を
記
憶
し
て
い
た
の
だ
。
で
あ
る
な
ら
、
水
没
し
た
家
も
生
命
だ
、
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ

の
水
没
し
た
街
に
は
、
こ
の
よ
う
な
塔
と
化
し
た
家
が
林
立
し
て
い
る
。
で
あ
る
な
ら
、
街
そ
の
も
の
も
生
命
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
気
が
つ
け
ば
、
こ
の
映
画
に
も
有
機
体
と
無
機
体
の
垣
根
を
超
え
た
、
私
た
ち
の
生
命
観
が
描
か
れ
て
い
た
の
だ
。

　

私
た
ち
は
現
在
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
問
題
を
国
際
的
に
抱
え
て
い
る
。
こ
の
地
球
温
暖
化
は
広
く
環
境
問
題
と
捉
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
人
間
と
自
然
は
そ
も
そ
も
一
体
で
あ
る
、
と
唱
え
る
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
た
ち
は
、
先
に
紹
介
し
た
ス

ピ
ノ
ザ
の
哲
学
を
原
点
と
し
な
が
ら
、
人
間
と
自
然
と
を
分
離
す
る
西
洋
的
二
元
論
を
克
服
す
る
こ
と
な
し
に
、
環
境
問
題
は
解

決
不
可
能
だ
と
す
る
。
欧
米
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
へ
の
解
決
案
と
も
、
こ
の
映
画
の
世
界
観
は
通
底
し
て
い
る
。
こ

の
点
が
、
こ
の
映
画
の
世
界
で
受
容
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
な
の
で
あ
れ
ば
、『
攻
殻
機
動
隊
』
や
『
お
く
り
び
と
』
に
も
同
様
の

世
界
観
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
、
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

『
攻
殻
機
動
隊
』
で
は
無
機
物
と
有
機
物
、『
お
く
り
び
と
』
で
は
生
と
死
の
垣
根
の
克
服
、
あ
る
い
は
、
両
者
の
一
体
化
を

目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
な
生
命
観
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
。
無
機
物
に
も
生
命
が
宿
る
、
死
後
も
魂
が
残
存
す
る
、
と

の
考
え
は
確
か
に
日
本
に
古
来
か
ら
あ
る
神
道
的
な
世
界
観
に
合
致
す
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
、
縄
文
時
代
前
・
中
期
ま
で
は

墓
地
を
集
落
の
中
心
に
置
き
、
死
者
と
共
に
生
活
し
て
い
た
し
、
死
を
穢
れ
と
し
て
と
ら
え
る
仏
教
が
日
本
で
伝
来
し
た
後
も
、

一
部
の
地
域
で
は
両
墓
制
な
ど
、
屋
敷
の
内
部
に
墓
地
を
、
つ
ま
り
は
死
体
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る  

（
22
）。
ま
た
東
南

ア
ジ
ア
に
残
る
プ
ロ
ト
・
マ
レ
ー
と
言
わ
れ
る
、
中
国
文
化
や
仏
教
文
化
、
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
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文
化
集
団
に
も
、
死
者
を
洗
骨
し
た
り
、
床
下
に
置
い
た
り
し
て
、
死
者
と
生
者
が
密
接
に
暮
ら
す
イ
フ
ガ
オ  

（
23
）や

ト
ラ
ジ
ャ  

（
24
）の

生

活
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
人
類
は
、
文
明
を
誕
生
さ
せ
る
以
前
は
、
自
然
と
一
体
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
死
と
も
一
体
で
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
デ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
と
と
も
に
先
住
民
た
ち
の
思
想
に
も
傾
倒
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
た
ち
は
「
森
の
人
た
ち
の
移
動
は
季
節
に
従
っ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
風
に
関
す
る
、
ま
た
太
陽
と

星
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
伝
説
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
神
話
に
普
遍
的
で
あ
る
よ
う
に
、
動
物
た
ち
は
し
ゃ
べ
り
、
物
語

を
語
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
の
は
、
自
然
世
界
全
体
が
人
間
と
動
物
た
ち
の
一
つ
の
統
合
さ
れ
た
共
同
体
だ
っ
た
か
ら
で
あ

っ
た  

（
25
）」。

　

そ
れ
ら
自
然
と
人
間
の
一
体
感
が
崩
壊
し
た
原
因
は
、
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。
文
化
地
理
学
の
論
文
は
、
そ
の
要
因
を
、
広
く
西

洋
に
あ
る
慣
習
的
二
分
法
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
絶
対
的
存
在
の
神
を
生
み
だ
し
、
人
間
を
自
然
の
管
理
人
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教

文
化
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
考
え
る
。
や
は
り
様
々
な
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
た
ち
も
、「
何
千
年
も
前
か
ら
西
洋
文
化
は
次
第
に

支
配
の
観
念
に
と
り
つ
か
れ
て
き
た
。
自
然
に
対
す
る
人
間
の
支
配
、
女
性
的
な
も
の
に
対
す
る
男
性
的
な
も
の
の
支
配
、
貧
困

な
人
々
に
対
す
る
富
と
権
力
の
あ
る
人
々
の
支
配
、
非
西
洋
文
化
に
対
す
る
西
洋
文
化
の
支
配
の
観
念  

（
26
）」

の
存
在
を
指
摘
し
、
こ

れ
ら
間
違
っ
た
、
か
つ
危
険
な
幻
想
を
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
見
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
あ
る
い
は
先
に
も
あ
げ

た
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
は
仏
教
文
化
が
、
死
を
穢
れ
た
も
の
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
空
間
か
ら
引
き
離
し
、
そ
れ
が
証
拠

に
プ
ロ
ト
・
マ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
生
活
に
は
今
で
も
、
生
と
死
が
共
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
デ
カ
ル
ト
的
二
元
論
が
追

い
打
ち
を
か
け
る
。
デ
カ
ル
ト
的
自
我
が
私
た
ち
を
共
同
体
か
ら
引
き
離
し
た
と
す
る
議
論
も
あ
る  

（
27
）。

そ
の
思
想
の
拡
張
が
、
私
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た
ち
と
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
を
切
り
離
し
、
家
族
や
地
域
社
会
か
ら
も
切
り
離
し
た
。
あ
る
い
は
近
代
的
産
業
社
会
に
お
け
る
貨

幣
経
済
の
更
な
る
浸
透
が
、
人
と
人
、
モ
ノ
、
社
会
、
場
所
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
引
き
離
し
た
、
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
だ

ろ
う
。

　

そ
し
て
現
代
は
ネ
ッ
ト
社
会
で
あ
る
。
人
々
は
ネ
ッ
ト
の
な
か
で
、
見
知
ら
ぬ
膨
大
な
数
の
人
た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
つ
な
が
り
は
身
体
的
接
触
を
回
避
し
て
行
わ
れ
る
。
顔
も
見
る
こ
と
な
く
、
肉
声
を
聞
く
こ
と
も
な

く
、
身
体
的
特
徴
か
ら
記
号
を
読
む
こ
と
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
場
所
を
共
有
す
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
身
体
を
介
さ
ず

に
人
々
の
理
念
や
観
念
ど
う
し
が
接
触
し
あ
う
状
況
で
は
、
心
と
身
体
の
分
離
は
よ
り
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
自
己
の
感
覚
、
魂
と

身
体
の
違
和
感
、
あ
る
い
は
不
一
致
は
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
病
理
現
象
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
ま
さ
に
実
存
的
恐
怖
と
呼
ぶ
に
相

応
し
い
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
と
い
う
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
社
会
に
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
浸
り
続
け
た
オ
タ
ク
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
紡
ぎ
出
す
日

本
の
大
衆
文
化
に
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
が
未
来
で
生
み
出
す
に
違
い
な
い
現
象
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
因
習
的
な
近
代

科
学
的
価
値
観
を
超
越
し
た
世
界
に
、
不
思
議
と
日
本
に
古
来
か
ら
あ
る
、
神
道
的
世
界
観
が
表
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ

と
を
私
た
ち
日
本
人
で
は
な
く
、
西
洋
社
会
が
ま
っ
さ
き
に
気
づ
い
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
そ
う
考
え
る
と
コ
ス
プ
レ
な
ど
も
、

マ
ン
ガ
の
主
人
公
と
い
う
客
体
と
、
読
者
と
い
う
主
体
が
統
合
す
る
、
つ
ま
り
一
元
論
へ
の
欲
求
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
世

界
が
日
本
の
大
衆
文
化
に
求
め
た
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
心
と
身
体
、
自
己
と
他
者
、
人
間
と
自
然
の
壮
大
な
る
再
統
合
に
つ
い

て
の
、
プ
チ
実
践
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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